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社会背景



日本の労働人口は激減→「知識労働者」も激減

5（出典）厚生労働省ホームページ「我が国の人口について」 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html



「高度外国人材」とは

 『高度外国人材活躍推進ポータル』
本ポータルサイトでは、この中でも次の1～3を同時に満

たす人々を高度外国人材と見做し、彼らの活躍を応援し
ています。

1. 在留資格「高度専門職」と「専門的・技術的分野」に該
当するもののうち、原則、「研究」、「技術・人文知識・国
際業務」、「経営・管理」、「法律・会計業務」に該当する
もの

2. 採用された場合、企業において、研究者やエンジニア
等の専門職、海外進出等を担当する営業職、法務・会
計等の専門職、経営に関わる役員や管理職等に従事
するもの

3. 日本国内または海外の大学・大学院卒業同等程度の
最終学歴を有している

6
（出典）日本貿易振興機構「高度外国人材活躍推進ポータル」
https://www.jetro.go.jp/hrportal/forcompanies/about.html



在留資格別外国人労働者の割合

7
（出典）厚生労働省『「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【本文】（令和6年10月末現在）』
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_50256.html



外国人労働者数は約230万人。過去最多を更新

8
（出典）厚生労働省『「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【本文】（令和6年10月末現在）』
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_50256.html



留学生「40万人計画」と「国内就職率60％」

9
（出典）教育未来創造会議（2023）「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ（第二次提言）」
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/teigen.html



就職率の比較

 大学生全体：
就職率 （就職者数／卒業（修了）者数）

学部 76.5％ （451,794人／590,487人）

修士課程 78.5％ （ 59,761人／ 76,096人）

（出典）文部科学省（2024）「令和6年度学校基本調査」

 留学生の日本国内就職：
就職率 （就職者数／卒業（修了）者数）

学部 39.6％ （6,062人／15,325人）

修士課程 32.4％ （3,951人／12,197人）

（出典）日本学生支援機構（2025）「2023（令和5）年度外国人留学生進路状況調査結果」
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留学生の就職率が低い背景

 企業における外国人社員採用・活用の課題 （486社）

社内の受入体制が未整備 （38.0％）

外国人社員を活用できる日本人管理者の不足 （37.6％）

11

（出典）キャリタス（2025）「外国人留学生／高度外国人材の採用に関する企業調査（2024年12月調査）」
https://www.career-tasu.co.jp/wp/wp-content/uploads/2025/01/202412_kigyou-global-report.pdf



「思い込み」による実態とは異なるイメージ形成

12
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相互学習

13
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留学生の勤労観・職業観の形成



大学設置基準の改正（2011年）

 「大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的
に応じ、学生が卒業後自らの資質を向上させ、
社会的及び職業的自立を図るために必要な能力
を、教育課程の実施及び厚生補導を通じて培う
ことができるよう、大学内の組織間の有機的な連
携を図り、適切な体制を整えるものとする」

15



中央教育審議会答申（2011年）

16

（出典）中央教育審議会
（2011）『今後の学校におけ

るキャリア教育・職業教育
の在り方について（答申）』、
p27



「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」

 「『職業観・勤労観』は，職業や勤労についての
知識・理解及びそれらが人生で果たす意義や役
割についての個々人の認識であり、職業・勤労
に対する見方・考え方、態度等を内容とする価
値観である。その意味で、職業・勤労を媒体とし
た人生観ともいうべきものであって、人が職業や
勤労を通してどのような生き方を選択するかの
基準となり、また、その後の生活によりよく適応
するための基盤となるものである」

17

（出典）
国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2002）『児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について』、p.21



「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」

 「職業観・勤労観の形成を支援していく上で重要
なのは、正しいとされる一律の『職業観・勤労観』
を教え込むことではなく、生徒一人一人が働く意
義や目的を探究し、自分なりの職業観・勤労観
を形成・確立していく過程への指導・援助をどの
ように行うかである。人はそれぞれ自己の置か
れた状況を引き受けながら、何に重きをおいて
生きていくかという自分の『生き方』と深くかか
わって『職業観・勤労観』を形成していく。『生き
方』が人によって様々であるように、『職業観・勤
労観』も人によって様々であって然るべきだから
である」

18

（出典）
国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2002）『児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について』、p.21



中央教育審議会答申（2011年）

 後期中等教育修了までに、（中略）価値観、とり
わけ勤労観・職業観を自ら形成・確立できる子ど
も・若者の育成を、キャリア教育の視点から見た
場合の目標とすることが必要である。

 また、高等教育のキャリア教育については、この
ような後期中等教育修了までの目標が達成され
ていることを前提に推進されることが、基本とな
ると考えられる。

19

（出典）中央教育審議会（2011）『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）』、p31

留学生が後期中等教育修了までに、
日本社会で勤労観・職業観を形成・確立することは難しい



「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」

 「『職業観』、『勤労観』を含め、一般に、『○○観』は、外界
とのかかわりを通して個人の内面に形成されるものであっ
て，対象とする事柄（この場合は職業や勤労）を、自己に引
きつけ自分自身の問題として考えるところに成立するとされ
る。（中略）職業にかかわる新たな発見や人との出会いなど
を通して、その都度、『職業観』も変容していく。そこには、
その出会いを意味あるものとして受け止める土壌としての
『職業観』があり、その土壌としての『職業観』が、発見や出
会いを受けて自らを変容させ、その後の外界へのかかわり
方を変えていくという一連の過程が存在するのである。」

20

（出典）
国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2002）『児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について』、p.20

勤労観・職業観を形成する「出会い」の場としての
留学生ジョブシャドウイング



留学生にとっての勤労観・職業観の形成

 留学生一人ひとりの多様な勤労観・職業観の形成を
支援する
留学生に特定の勤労観・職業観を押し付けない
留学生に「日本的な勤労観・職業観」を押し付けない

 勤労観・職業観は「外界とのかかわり」を通じて形成
される
 「日本で働く人とのかかわり」を通じて、留学生は日本で勤

労観・職業観を形成することができる
そのプロセスを通じて、留学生が能動的・主体的に形成す

る勤労観・職業観は、本人が日本社会でキャリア形成する
うえでの基盤となる

 留学生ジョブシャドウイングの可能性
留学生ジョブシャドウイングによって、留学生が「日本で働く

人とのかかわり」を通じて、勤労観・職業観を形成できる

21



産学連携キャリア教育としての
留学生ジョブシャドウイング



ジョブシャドウイング

 ジョブシャドウイング（Job shadowing）
働いている人に影（shadow）のように同行して、

その人の仕事（job）の様子を観察するキャリア教育プログラム

 「観察学習」 （＝就業体験を伴わない）

 インターンシップよりも実施しやすい。ただし、学生が実際の仕事
に立ち会う許可を企業から得る必要がある

 米国
 1994年制定のSchool-to-Work Opportunities Act （学校から職業

への移行機会法）のなかにジョブシャドウイングが明記された
（同法は2001年までの時限法）

 ミドルスクールや高校において、ジョブシャドウイングが広く取り組
まれるようになった

23

ジョブシャドウイング
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インターンシップ
（経験学習）

就職活動



留学生ジョブシャドウイング： 概要

24
（出典）一般社団法人グローバルタレントデベロップメント協議会『留学生ジョブシャドウイング教材2021』



留学生ジョブシャドウイング： 企業訪問当日

25
（出典）一般社団法人グローバルタレントデベロップメント協議会『留学生ジョブシャドウイング教材2021』



留学生ジョブシャドウイング

 留学生が勤労観・職業観を形成するための工夫
留学生が日本人社員を「観察」するだけでなく、

留学生と日本人社員との「対話」の機会をつくる

 事前学習 （半日程度）
日本人社員の勤労観・職業観を知るための質問リストを作成

する

 企業訪問当日 （1日～数日）
日本人社員への「観察」や「対話」を通じて、勤労観・職業観

を知る

 事後学習 （半日程度）
企業訪問当日に「観察」と「対話」を通じて得たことから、

留学生が能動的・主体的に勤労観・職業観を形成する
26



留学生ジョブシャドウイングは「キャリア教育」

 「三省合意文書」の「タイプ２：キャリア教育」として、
留学生ジョブシャドウイングを実施する

 「タイプ２：キャリア教育」

主に、企業がCSRとして実施するプログラムや、大学が
主導する授業・産学協働プログラム（正課・正課外を問
わない）を想定

就業体験は「任意」

取得した学生情報の採用活動への活用は「不可」

27

（出典） 文部科学省、厚生労働省、経済産業省（2022）『インターンシップを始めとする学生の
キャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方』、p.8.



留学生ジョブシャドウイング： 留学生の学習

 日本で働くための勤労観・職業観を形成できる

 「日本での働き方」について、メディア等を通じて
形成された極端なイメージを修正し、実態にもと
づいた勤労観・職業観を形成できる

 日本企業で働く高度外国人材の仕事ぶりを観察
（＋対話）することができれば、より具体的な勤
労観・職業観を形成できるだろう
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留学生ジョブシャドウイング： 日本人社員の学習

 留学生や外国人労働者について、メディア等を
通じて形成された極端なイメージを修正し、実態
にもとづいた「留学生像」を形成できる
（日本社会や日本文化への興味関心、日本人と
の意思疎通の可能性など）

 留学生が職場に来て、勤労観・職業観について
対話することで、日本人社員が留学生と信頼関
係を構築する経験ができる

 留学生を雇用することの不安が軽減し、留学生
採用に積極的になる可能性がある

29



留学生ジョブシャドウイングの事例

 ヨコハマ・カナガワ留学生就職促進プログラム
 横浜国立大学・横浜市立大学による共同実施
 平成29年度（2017年度）～令和3年度（2021年度）

 「課題解決型インターンシップ」の一環として実施
 期間： 2019年8月22日～9月23日
 参加学生： 横浜市立大学大学院に在籍する留学生
 実施内容： 横浜市内中小企業でのジョブシャドウイング

 成果報告会の感想
 「留学生がジョブローテーションの制度に驚いていたことが印象的だった。同時

に、自身の能力開発に繋がるとポジティブに捉えてくれていることが嬉しかった」
 「留学生が、１～２年後といった短いスパンでのキャリアプランについて高い関

心を抱いていることに驚かされた」
 「顧客への誠実な態度や職場の人間への思い遣り、といった日本人の仕事の

進め方について留学生が好印象を抱いてくれた一方で、同調圧力のようなもの
を感じていたことがショックだった」

 留学生の就職活動を地域全体でどのように支援していくか議論する機会

30
（出典）ヨコハマ・カナガワ留学生就職促進プログラム「【実施報告】横浜市内企業 課題解決型インターンシップ」
https://careerjapan.ynu.ac.jp/topics/topics-1185/



まとめ： 留学生ジョブシャドウイングの意義

 留学生と日本企業の「相互学習」として

31
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相互学習
相互支援
相互成長



ジョブシャドウイングに関する参考情報

 小山健太（2017）「ジョブシャドウイングのキャリア教育効果の検討」
『コミュニケーション科学』46, 3-26
 http://repository.tku.ac.jp/dspace/handle/11150/10950

 小山健太（2022）「ジョブシャドウイングにおける勤労観・職業観の観
察学習 : モデリング学習からの検討」『コミュニケーション科学』55, 
109-123
 https://repository.tku.ac.jp/dspace/handle/11150/11728

 一般社団法人グローバルタレントデベロップメント協議会

 「留学生ジョブシャドウイング～産学連携キャリア教育の実践事例～」
https://www.aitd-jp.org/20220128/
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